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【資料２】



各種サービスを提供するにあたり、厚生労働省発出の「高齢者介護施設における感染対策マニュ
アル」及び「介護現場における感染対策の手引き」等を参考として、 必要な感染症の知識の習得に
努めるとともに、感染予防や拡大防止のみならず、職員のサポートにも取り組むこと。
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６ 新型コロナウイルス感染症対策について

新型コロナウイルス感染症の患者等への対応等により、一時的に人員基準を満たすことができな
くなる場合等が想定され、この場合の介護報酬、人員、施設・設備及び運営基準などについては、
柔軟な取扱いが可能となっている。
具体的な取扱いについては、厚生労働省のホームページに掲載されているので参考にすること。

人員基準等の臨時的な取扱い

感染対策への取組

厚生労働省HP：介護事業所等における新型コロナウイルス感染症への対応等について
URL:https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00089.html
※ 「６．介護サービス事業所等の人員、施設・設備及び運営基準等の臨時的な取扱いに関する事項」を参照

【「高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂版（2019年3月）」の公表について】
URL:https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninchi/index_00003.html

【介護事業所等向けの新型コロナウイルス感染症対策等まとめページ】
URL:https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/taisakumatome_13635.html

【介護現場における感染対策の手引き（第２版）】
URL:https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000814179.pdf

【新型コロナウイルス感染症に対応する介護施設等の職員のためのサポートガイド】
URL：https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000757739.pdf
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（参考）介護現場における感染対策の手引き等について
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サービス類型別の日頃 ～感染者等が発生した場合のフロー
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2.オミクロン株の特徴を踏まえた重点対策の概要
4.高齢者施設等
・ 「介護現場における感染対策の手引き」、兵庫県作成の感染予防ポスターやチェックリスト活用による対応の徹底
・ 在宅の感染高齢者に対する訪問看護又は訪問介護による介護サービス提供支援
・ 高齢者施設等の利用者が退院する場合の早期受け入れや施設内の療養環境整備を行うため、感染管理認定看
護師等の派遣など高齢者施設等での体制強化
・ 面会者からの感染を防ぐため、オンラインによる面会の実施も含めて対応を検討
・ 日々の体調管理の徹底、頻回検査の受検

3.措置等の内容
4.社会福祉施設
(1) 高齢者施設、障害者施設等
1.職員
・ 高齢者、障害者など特に支援が必要な方々の居住や支援に係るすべての関係施設・事業所について、感染経
路の遮断（手指消毒、マスク着用、換気の徹底）及び感染防止対策を厳重に徹底した上での事業実施を要請する。
・ 各施設団体からも注意喚起を行うとともに、「5つの場面」等を解説した動画を作成の上配布し、職員等に対する
研修に活用するとともに、施設の職員等及び施設等と関わりのある従業員に対して不要不急の外出の自粛等の
徹底を要請する。
・ 職員の日々の健康管理（体温測定、発熱した場合の出勤停止）を徹底し、施設内での感染等が疑われる事案が
発生した場合は、保健所に連絡する。 30

兵庫県における新型コロナウイルス感染症に係る対応の基本的な考え方として、「新型コロナウイ
ルス感染症に係る兵庫県対処方針」を策定している。
県内の感染状況を踏まえ随時改定しているので、定期的に確認すること。

兵庫県対処方針

<新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針（令和4年2月18日改定分）
※ 高齢者施設関係を抜粋、最新版は兵庫県ホームページを確認のこと。
URL:https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk03/taisho/coronataishohoushin0413.html
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2.利用者
・ 面会については、面会者からの感染を防ぐことと利用者及び家族のQOLを考慮することとし、具体的には地域に
おける感染の拡大状況、面会者及び利用者の体調、検査結果等を考慮し、面会対応の検討を要請する。直接面
会を実施する場合、回数・人数の制限や感染防止対策を厳重に徹底することを要請する。
・ 利用者の外泊・外出については、感染拡大防止の観点と利用者及び家族のQOLを考慮して検討することを要請
する。外泊や外出を実施する場合は、手指消毒やマスク着用等感染防止対策の徹底を要請する。

3.施設等への支援
・ 退院後の円滑な社会福祉施設への受入や在宅復帰を促進するため、受け入れる施設や看護小規模多機能型
居宅介護サービス、定期巡回・随時対応型訪問看護介護サービス事業所等に対し支援金（1名受入あたり30万
円）を支給する。
・ 入所者が感染した場合、入院又は宿泊施設での療養を原則とするが、患者の状況や入院調整の状況等によっ
ては、当該施設において療養することもあり得る。このため、やむを得ず施設内療養を行った施設等に対し、医師
の配置等、適切な健康管理体制の確保に必要な経費を健康管理支援事業（施設内療養者1人あたり25万円）とし
て支援する。また、感染拡大対策に必要なかかり増し経費をサービス継続支援事業 （高齢者施設における施設
内療養者1人あたり15万円等）として支援する。
・ 訪問介護等既に利用中のサービスがある場合は、当該サービス提供事業所によるサービス継続等により支援
する。新たにサービスが必要となる場合には、市町、介護支援専門員、相談支援専門員、訪問看護・介護事業者
等関係者が連携し、必要なサービスを提供する。いずれの場合も、必要となるかかり増し経費に加え、協力金を
支給する。
1日あたり協力金訪問看護52,000円訪問介護38,000円等
・ 概ね2ヶ月分のマスク、消毒液等の使用量確保を図ったうえで、さらに概ね2ヶ月分の使用量相当を県において
保管する。
・ 感染者が発生した場合の基本的対応方針を定め、施設内感染を防ぐための仕組みを整備する。また、感染者
が発生し、職員が不足する施設向けに、協力施設等からの職員派遣等の仕組みを運用する。
・ 感染拡大防止対策に資する衛生用品の確保や外部専門家等による研修・相談等の支援を行う。また、施設等
への専門家派遣時の指導内容について、わかりやすく情報発信を行う。
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チェックリストにおいて、今年度より、「社会福祉施設における施設内感染対策のための自主点検
チェックリスト」シートを追加している。
チェックリスト作成時においても、施設・事業所内における感染対策を再点検し、十分でない点は
改善に努めること。

自主点検チェックリスト

別紙様式

社会福祉施設における施設内感染対策のための
自主点検チェックリスト

施設名

施設類型

電話番号

チェック欄
✔

① 手指消毒及び３密（密閉・密集・密接）回避の励行、定期的な換気を行っている。

② 職員や利用者等のマスクの着用を徹底している。（職員の場合は休憩や更衣時も含む）

③
定期的に共有スペース（サービス提供場所のほか、事務機器、電話、エレベーター、送迎
車両等を含む。）などの消毒、清掃を行っている。

④
職員に対し、定期的に感染予防に関する研修を行っている。（入所系：おおむね年２回以
上、通所系・訪問系：おおむね年１回以上）

⑤
職員に対し、防護具の着脱方法を周知している。（施設内で看護職員等が講師となり、脱
着の実技研修を行っている。）

⑥
ＰＣＲ検査等の定期的な検査を実施している。また、疑い症状を認めた場合は、速やか
に受診のうえＰＣＲ検査等を受けるようにしている。

⑦
利用者の食事の際、「密」を回避するなどの対策（喫食時間をグループ分けしてずらす、
配席を一方向とする、アクリル板を設置する等）をとっている。

⑧
食事介助、口腔ケアの際の感染防止対策を適切に行っている。（正面からの介助を避け
る、マスクのほかフェースシールドを着用する等）

（※自主点検であり、自ら実施していると考えられる場合は✔）

項目

１）感染症対応力向上

　（１－１）施設（事業所）全体の感染防止対策


